
令和６年度シラバス（工業） 学番３７新潟県立長岡工業高等学校 

教科(科目) 工業（機械工作） 単位数 ２単位 

科・コース 機械工学科・電子機械コース 学年 ２年 

使用教科書 実教出版 新機械工作１・２ 

副教材等 自作プリント 

 
１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシ

ー 

卒業までに次の資質・能力を育成する。 

① 主体的に課題を見つける感覚を養い、自ら学び、解決策を創造する資質・

能力と産業社会で求められる倫理観と規範意識を育成します。 

② 生涯にわたって学び続ける意欲を養い、新たな産業に柔軟に対応する自己

指導力を育成します。 

③ 国際的視野に立って考える姿勢を養い、地域の発展と豊かな暮らしに貢献

するために必要な思考力、発想力を育成します。 

カリキュラム・ポリシー 

資質・能力を育成するため、このような教育活動を行う。 

・共通教科の学びを強化して、基礎学力の定着を図ります。 

・工業高校で学ぶ基本的な知識や技能を修得し、課題研究や新しい IT 技術に

ついて、主体的な学び方と実践する場を設定する。 

・将来、国内・国際社会で活躍するために必要なコミュニケーション能力や英語

力の向上を図り、多様な価値観を持つ仲間との協働的学習を行います。 

 
２ 学習目標 

機械工作に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。 

 

 

３ 指導の重点 

新しい工作機械や機械材料について、基礎的な内容を取り上げ、技術の進展に対応させること。 

  主な金属材料の機械的性質と利用方法や新素材の基礎的な機械的性質を理解させるようにする

こと。鋳造と溶接の原理と方法及び発展の動向を理解させるようにすること。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・機械工作に関する学習を通し

て基礎的な知識と技術を理解し，

工業の発展と調和のとれたあり

かたや現代社会における工業の

意義や役割を理解している。ま

た，その成果として，ものづくり

でのいろいろな場面で問題解決

を試みることができるように相

互に関連させて理解している。 

・機械工作に関する諸問題の解

決をめざして自ら思考を深め，基

礎的基本的な知識と技術を活用

して適切に判断し，創意工夫する

能力を身に付けている。また，そ

の成果を適切に表現することが

できる。 

・身近な製品に関心を払うなど

して，機械工作に関する基礎的な

知識と技術に関心を持ち，その習

得に向けて意欲的に取り組むと

ともに実際に活用しようとする

創造的実践的な態度を身に付け

ている。 

 

 

 



５ 評価方法 
 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能  思考･判断･表現  主体的に学習に取り組む態度  

評 

価 

方 

法 

 以上の観点を踏まえ､ 
・定期テスト 
・小テスト 
・口頭試問 
などから､評価します｡  

 以上の観点を踏まえ､ 
・課題プリント 
・発表 
・レポート                 

などから､評価します｡  

 以上の観点を踏まえ､ 
・出席状況 
・提出物の状況 
・授業態度 
などから､評価します｡  

内容のまとまりごとに、各観点 
「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」 

で評価します。 
 内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

 

６ 学習計画（１単位時間 ５０分） 

月 単元名 学習項目 学習活動（指導内容） 時間 評価方法 

４ 

５ 

第 2 章 機械材料

とその加工性 

・機械材料の種類、性質、

用途などを理解させ、機

械材料を適切に活用する

能力を身につけさせる。 

・金属組織 

 

 

材料の機械的性質につい

て学習する。（応力、ひず

み、縦弾性係数、硬さ等） 

 

金属組織の種類と合金に

ついて学習する。 

<１学期中間考査> 

10 出席状況 

授業態度 

課題プリント 

小テスト 

定期テスト 

口頭試問 

レポート 

６ 

７ 

 １  機械材料の

性質と種類 

・金属の結晶組織、合金

の結晶組織全率固溶型、

共晶型の平衡状態図 

・熱処理 

 

・炭素鋼、合金鋼、鋳鉄 

・非鉄金属材料 

金属の平衡状態図の読み

取り方、様々な結晶組織の

特性について学習する。 

熱処理の目的と方法につい

て学習する。 

・いろいろな種類の鋼、非鉄

金属を学習する。 

<1 学期期末考査> 

14 出席状況 

授業態度 

課題プリント 

小テスト 

定期テスト 

口頭試問 

レポート 

９ 第 3 章 鋳造 

  

 

 

第 4 章 溶接と接

合 

 

 

 

第５章 塑性加工 

 

 

・鋳造法の概要 

・砂型鋳造法や各種鋳造

法 

 

・鋳物製品の不良 

・ガス溶接、ガス切断 

・アーク溶接など 

・その他の溶接方法 

 

さまざまな塑性加工 

砂型鋳造法を主とした各

種鋳造法の習得、またそ

れぞれの特徴について学

習する。 

溶接を主とした各種接合法

の習得、またそれぞれの特

徴について学習する。 

 

 

基本的な塑性加工を学習

する。 

<2 学期中間考査> 

16 出席状況 

授業態度 

課題プリント 

小テスト 

定期テスト 

口頭試問 

レポート 



10 

11 

12 

第 6 章 

切削加工 

 

 

・切削加工の分類 

・おもな工作機械と切削工

具 

・切削工具と切削条件 

・切削理論 

 

・切削加工の基本、工作

機械について学習する。 

・切りくず生成と，切削の３運

動の概要を把握し，切削工

具の刃部の働きを学習す

る。 

・切削工具を学習する。 

<2 学期期末中間考査> 

14 出席状況 

授業態度 

課題プリント 

小テスト 

定期テスト 

口頭試問 

レポート 

１ 

 

２ 

 

 

３ 

第７章 砥粒加工 

 

第８章 特殊加工

と三 次 元 造 形 技

術 

第９章 表面処理 

第１０章 生産計

画・管理と生産の

効率化 

 

・砥粒加工の基本  

 

・主な特殊加工 

 

 

・主な表面処理 

 

・品質管理 

 

・砥粒の種類や構成などを

学習する。 

・主な特殊加工について

学習する。 

 

・ショットピーニングなど主な

表面処理を学習する。 

・検査やデータの統計的処

理を学習する。 

<学年末考査> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 

出席状況 

授業態度 

課題プリント 

小テスト 

定期テスト 

口頭試問 

レポート 

計 70 時間(50 分授業) 

７ 課題・提出物等 

・ 授業中に iPad での確認テストや課題提出があります。 

・ 学習項目ごとに課題プリント提出と小テストがあります。 

・ 長期休業中の課題は別途指示します｡（調べ学習など） 

 

８ 担当者からの一言 

機械工作は学習の範囲が非常に広く、材料・加工法ともに覚える内容が多い科目です。 

他の機械系科目や、実習科目と関連づけて学習することで、より理解を深めることができます。特に、鉄

鋼材料に関しては、機械設計や実習科目で何度も振り返ることになるので、毎時間の予習復習を怠らず、

しっかりと知識を定着させて下さい。 

 


